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「教員養成の目的はマネキンロボットの量産にあるのか？」
鈴木 正彦
教員養成は AIを搭載したマネキンロボットの製
造を目的になされるのではない。教職課程認定を受
けた各大学は自らの足元を直視し、“漬物の重石”
を撥ね退けるだけの独自な発想と柔軟な姿勢をも
ち、今こそ新たな実践へと歩を進めなければならな
い。
一般教育、専門に係る単位数の減少、	回生から
の実習のオンパレード、教職単位数の増加、細切れ
の科目群…。総じて、現行の教職課程を有する大学
のカリキュラムは “教育技術” の体得に特化され、
幅広い教養や教科に係る専門性が軽んじられている
かに思われる。実際、小学校教員養成の場合、「教
科に関する科目」で数学はわずか半期単位であ
る。「教職に関する科目」（科目名称例：算数科教育
法）にしても半期単位である。果たして、この規
定で算数を指導するに必要な力量が養成され得るの
か。
教育現場の授業実践を観れば、この答えは自ずと
明らかとなる。多くの教員が教科書（教材）を客観
的に評価する研究手法を身につけていないのであ
る。別様に言えば、教員に必要な基本的な力量−数
学と子どもの認識発展とを関連して捉える力−が養
成されぬままに教壇に立っているのである。
因みに、教員養成大学で数学教育を専攻し教職に
就く者は、小学校教員全体の数からみれば、ごくご
く僅かでしかない。大半は私立大学を含む一般大学
で免許法の規定に沿う履修基準を満たして教員とな
る。これでは、算数・数学教育の実践は出発点（小
学校）から行き詰まるのは当然の帰結である。教育
職員免許法は大学カリキュラムの総枠と細部を規定
するだけに、大学設置基準の大綱化（1991）に適っ
た柔軟な行政が望まれる。
教職課程を有する大学の数学教育は少なくも次の
視点で見直されるべきであろうと考える。
（1）「教科に関する専門科目」（算数）と「教職に
関する科目」（教科教育法）とを統合する新たな科
目（内容）を創出する。内容は学校数学を基礎づけ
る ʻ教育数学ʼ の観点で構成する。
（2）免許法に謳う「算数」の背景となる数学は、
小学校算数科に橋渡しできる内容とする。“算数を
指導するのに、なぜ難しい数学を学習しなければな
らないのか” と疑問を呈する学生は実に多い。物事
の本質を追究せんとする力が培われていないことを
示す事例であろう。ともかく、この科目では個別の
数学に係る発想自体をコンパクトに扱い、受講生の
数学に対する意識を根底から変えるようにしたい。
（3）「教職に関する科目」（教科教育法）にあって
は、子どもの認識発展と数学を基軸に具体的な教材
を作成させ、指導法も考えさせる。学習指導要領の
解説に留まってはならない。
"月	日、この月に巣立った Y 君からメール
が届いた（幸いにも名のセミナー生は全員、教採
に合格）。 “…（前略）…、	学期のめまぐるしい
忙しさから解放された、天国のような夏休みも今日
で終わり、明日から学期を迎えます。今日は、	
日職員室で算数の教材研究をして過ごしました。先
生だったら、こうおっしゃられるだろうな…と、講
義を思い出しながら。こうして、一人きりで教材研
究をしていると、学生時代、私は何と贅沢な講義を
聞いていたのだろうと痛感する毎日です。…（中
略）…私も、自分の仕事がきちんとできるように
なったら、算数部の研究に参加したいと考えていま
す。…（後略）” と。思わず文字が波打ち霞んだ。
小学校教員の養成が国立大学へと特化される日は
近い。関学教育学部が新たな挑戦への第一歩を踏み
出されんことを切に願っている。鉄は熱いうちに打
て…の格言どおりに。末筆ながら、教職員の皆様に
は、この間、大変にお世話になりました。心より御
礼を申し上げます。
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